
漢文の受身

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　例文は十二本。声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この回の山＝三つの型の見分け。

あらすじ＝受身は「〜される」を表す句法。型は三つあり、動詞の上に字を置く型、「所」を使う型、動詞の下に字を置く型で、ど

れも書き下しでは「る・らる」を補って読む。ここでは中国古典の名文から、受身の形が見やすい短い一文を集めた。動詞の下に

字を置く型は、同じ形でも受身にならないことがあるので、そこが最大のねらい目。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

一
　
信
に
し
て
①

疑
は
れ
、
忠
に
し
て
②

謗
（
そ
し
）
ら
る
。

二
　
匹
夫
（
ひ
っ
ぷ
）
③

辱
（
は
づ
か
）
し
め
ら
る
れ
ば
、
剣
を
抜
き
て
起
つ
。

三
　
年
四
十
に
し
て
④

悪
（
に
く
）
ま
る
れ
ば
、
其
（
そ
）
れ
終
ら
ん
の
み
。

四
　
盆
成
括
（
ぼ
ん
せ
い
か
つ
）
⑤

殺
さ
る
。

五
　
兄
、
⑥

尚
書
（
し
ょ
う
し
ょ
）
に
召
（
め
）
さ
る
。

六
　
寡
人
（
か
じ
ん
）
不
祥
に
し
て
、
宗
廟
（
そ
う
び
ょ
う
）
の
祟
（
た
た
）
り
を
⑦

被
（
こ
う
む
）
る
。

七
　
⑧

郷
里
の
患
（
う
れ
）
ふ
る
所
と
為
（
な
）
る
。

八
　
吾
（
わ
）
が
属
（
と
も
が
ら
）
、
今
に
⑨

之
（
こ
れ
）
が
虜
（
と
り
こ
）
と
為
ら
ん
。

九
　
衛
（
え
い
）
の
太
子
、
⑩

江
充
（
こ
う
じ
ゅ
う
）
の
敗
る
所
と
為
る
。

十
　
先
ん
ず
れ
ば
⑪

即
（
す
な
は
）
ち
人
を
制
し
、
後
（
お
く
）
る
れ
ば
則
（
す
な
は
）
ち
⑫

人
の
制
す
る
所
と
為
る
。

十
一
　
力
を
労
す
る
者
は
⑬

人
に
治
め
ら
る
。

十
二
　
通
ず
る
者
は
常
に
人
を
制
し
、
窮
す
る
者
は
常
に
⑭

人
に
制
せ
ら
る
。

語
注
　
匹
夫＝

身
分
の
な
い
、
た
だ
の
一
人
の
男
。
　
辱
し
む＝

は
ず
か
し
め
る
。
侮
辱
す
る
。
　
悪
む＝

に
く
む
。
き
ら
う
。
　
盆
成
括＝

『
孟
子
』
に
見
え
る
人
名
。
斉
に
仕
え
て
殺
さ
れ
た
。
　
尚
書＝

詔

勅
や
文
書
を
あ
つ
か
う
役
所
。
こ
こ
は
そ
の
長
官
（
召
し
出
し
た
側
）
。
　
寡
人＝

諸
侯
が
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
言
う
語
。
わ
た
く
し
。
　
不
祥＝

不
徳
で
あ
る
。
よ
く
な
い
行
い
が
あ
る
。
　
宗
廟＝

祖
先
を

祭
る
み
た
ま
や
。
　
祟
り＝

神
霊
が
く
だ
す
災
い
。
　
被
る＝
身
に
受
け
る
。
こ
う
む
る
。
　
郷
里＝

ふ
る
さ
と
の
村
里
。
ま
た
そ
こ
に
住
む
人
々
。
　
患
ふ＝

心
配
す
る
。
こ
こ
は
「
困
り
も
の
と
し
て
も
て
あ

ま
す
」
。
　
属＝

仲
間
。
連
中
。
　
虜＝

捕
虜
。
生
け
ど
り
に
さ
れ
た
者
。
　
江
充＝

前
漢
の
武
帝
に
仕
え
た
人
物
。
皇
太
子
（
衛
の
太
子
）
と
対
立
し
、
そ
の
失
脚
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。
　
力
を

労
す＝

体
を
使
っ
て
働
く
。
　
通
ず＝

物
事
が
思
い
ど
お
り
に
運
ぶ
。
　
窮
す＝

行
き
づ
ま
る
。
　
※
例
文
は
中
国
古
典
の
名
文
に
見
え
る
一
文
を
、
受
身
の
形
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
短
く
取
り
出
し
た
も

の
。
こ
こ
で
は
書
き
下
し
文
だ
け
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
白
文
の
「
見
」
「
被
」
「
為
〜
所
」
「
於
」
が
ど
こ
に
当
た
る
か
を
考
え
な
が
ら
解
く
こ
と
。
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漢文の受身

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
疑
は
れ
」
の
読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
で
書
け
。

（
2
）
②
「
謗
（
そ
し
）
ら
る
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
③
「
辱
（
は
づ
か
）
し
め
ら
る
れ
ば
」
の
「
辱
（
は
づ
か
）
し
む
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
④
「
悪
（
に
く
）
ま
る
れ
ば
」
の
「
悪
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
意
味
か
書
け
。

（
5
）
⑦
「
被
（
こ
う
む
）
る
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑧
「
郷
里
の
患
（
う
れ
）
ふ
る
所
と
為
（
な
）
る
」
の
「
患
（
う
れ
）
ふ
る
」
の
、
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑨
「
之
（
こ
れ
）
が
虜
（
と
り
こ
）
と
為
ら
ん
」
の
「
虜
（
と
り
こ
）
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
・
文
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
①
「
疑
は
れ
」
の
よ
う
に
、
動
詞
の
上
に
置
い
て
「
〜
る
・
〜
ら
る
」
と
読
ま
せ
、
受
身
を
表
す
漢
字
を
二
つ
書
け
。

（
9
）
①
「
疑
は
れ
」
に
補
わ
れ
て
い
る
受
身
の
助
動
詞
を
、
終
止
形
で
書
け
。

（

10

）

③

「

辱

（

は

づ

か

）

し

め

ら

る

れ

ば

」

に

補

わ

れ

て

い

る

の

は

、

①

「

疑

は

れ

」

の

「

る

」

で

は

な

く

「

ら

る

」

で

あ

る

。

そ

の

理

由

を

書

け

。

（
11
）
③
「
辱
（
は
づ
か
）
し
め
ら
る
れ
ば
」
の
「
ば
」
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
表
す
か
。

（
12
）
⑧
「
郷
里
の
患
（
う
れ
）
ふ
る
所
と
為
（
な
）
る
」
は
、
受
身
の
ど
の
型
に
あ
た
る
か
。
動
作
を
す
る
側
をA

、
受
け
る
動
作
をB

と
し
て
、
漢
字
と
記
号
で
書
け
。

（
13
）
⑭
「
人
に
制
せ
ら
る
」
の
よ
う
に
、
動
詞
の
下
に
置
い
て
受
身
を
表
す
字
（
置
き
字
）
を
、
漢
字
一
字
で
書
け
。
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漢文の受身

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
18
）

（
14
）
⑤
「
殺
さ
る
」
と
あ
る
が
、
殺
さ
れ
た
の
は
誰
か
。
書
き
下
し
文
か
ら
抜
き
出
せ
。

（
15
）
⑥
「
尚
書
（
し
ょ
う
し
ょ
）
に
召
（
め
）
さ
る
」
で
、
召
し
出
さ
れ
た
の
は
誰
か
。

（
16
）
⑨
「
之
（
こ
れ
）
が
虜
（
と
り
こ
）
と
為
ら
ん
」
で
、
捕
虜
に
さ
れ
る
の
は
誰
か
。
書
き
下
し
文
か
ら
抜
き
出
せ
。

（
17
）
⑩
「
江
充
（
こ
う
じ
ゅ
う
）
の
敗
る
所
と
為
る
」
で
、
江
充
に
陥
れ
ら
れ
た
の
は
誰
か
。

（
18
）
⑫
「
人
の
制
す
る
所
と
為
る
」
で
、
制
せ
ら
れ
る
の
は
ど
ち
ら
の
側
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
19
〜
22
）

（
19

）
③
「
辱
（
は
づ
か
）
し
め
ら
る
れ
ば
」
を
含
む
例
文
二
「
匹
夫
（
ひ
っ
ぷ
）
辱
（
は
づ
か
）
し
め
ら
る
れ
ば
、
剣
を
抜
き
て
起
つ
。
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑧
「
郷
里
の
患
（
う
れ
）
ふ
る
所
と
為
（
な
）
る
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑪
「
即
（
す
な
は
）
ち
人
を
制
し
」
・
⑫
「
人
の
制
す
る
所
と
為
る
」
を
含
む
例
文
十
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

（
22
）
⑬
「
人
に
治
め
ら
る
」
を
含
む
例
文
十
一
「
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
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漢文の受身

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
23
〜
25
）

（
23
）
⑨
「
之
（
こ
れ
）
が
虜
（
と
り
こ
）
と
為
ら
ん
」
と
⑩
「
江
充
（
こ
う
じ
ゅ
う
）
の
敗
る
所
と
為
る
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
為
」
を
使
う
が
形
が
違
う
。
何
が
ど
う
違
う
か

四
十
字
程
度
で
書
け
。

（
24
）
②
「
謗
（
そ
し
）
ら
る
」
は
、
白
文
で
は
「
被
レ
謗
」
で
、
こ
の
「
被
」
が
受
身
の
助
字
に
あ
た
る
。
⑦
「
被
（
こ
う
む
）
る
」
の
「
被
」
と
は
、
は
た
ら
き
が
ど
う
違

う
か
説
明
せ
よ
。

（
25
）
⑬
「
人
に
治
め
ら
る
」
・
⑭
「
人
に
制
せ
ら
る
」
の
「
に
」
は
受
身
の
相
手
を
表
す
が
、
同
じ
「
動
詞
＋
於
＋
名
詞
」
の
形
で
も
受
身
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ど
う

訳
し
分
け
る
か
説
明
せ
よ
。

Ｆ
　
出
典
・
故
事
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
⑪
「
即
（
す
な
は
）
ち
人
を
制
し
」
を
含
む
例
文
十
か
ら
で
き
た
、
「
何
事
も
人
よ
り
先
に
行
え
ば
有
利
に
な
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
を
書
け
。

（
27
）
⑬
「
人
に
治
め
ら
る
」
を
含
む
例
文
十
一
は
、
「
心
を
労
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
」
と
い
う
一
節
に
よ
る
。
こ
の
言
葉
が
見
え
る
書
物

の
名
を
書
け
。

（
28

）
④
「
悪
（
に
く
）
ま
る
れ
ば
」
を
含
む
例
文
三
は
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
を
ま
と
め
た
書
物
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
書
名
を
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶見・被は動詞の上。「る・らる」を補って読む。四段・ナ変・ラ変には「る」、下二段やサ変には「ら

る」。①疑はれ／③辱しめらるれば の差はここ。　❷為A所Bは「AノBスルところトなル」＝「AにBされる」。Aが動作をしかける側。⑧⑩⑫で

形をそろえて覚える。　❸「於」は下と主語を見る。下が人なら受身のことが多い（主語が「される側」かどうかで確かめる）。場所なら「〜に

おいて」、比較なら「〜より」。⑬⑭が受身の型。
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